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こころとからだをすっきり！ ヨガタイム 

 
ヨガで自分の身体と向き合ってみませんか？ヨガの目的はきれいなポーズをとることではありません。その日

の身体がどんなふうに動くか動かないか、意識を自分に向ける時間です。呼吸が深くなり、肩こり、腰痛、疲労感

もやわらぎます。もちろん腰痛予防にもいいですよ！ ぜひ参加してみてください♪ 講師は石田久美さんです。 
  

日 時：９月１５日（火） 

１７：００-１８：１５ (OPEN１６：４５） 

場 所：油小路事務所２F 

持ち物：動きやすい服装・タオル・飲み物 

参加費：無料 
 

★☆☆ 密にならないよう、換気をこまめにして開催します。☆☆★ 
  

※ このヨガクラスは、ＪＣＩＬ自立支援事業所の利用者と家族・介助者を対象にしています。 

 

毎日の暮らしの中で何気なく使っている、「介助」・「介護」、「介助者」、「ヘ
ルパー」などの言葉について、当事者や介助者みなさんで考えてみたいと思
います。 
JCIL では、自分たちの介助は自分たちのもので、権利としてあるものだと

考えられてきており、そのため、当事者主体での「介助」「介助者」という
言葉にこだわってきた時代がありました。しかし、年月がたつにつれ、また
障害の幅も広がる中で「当事者主体」や「介助」という言葉にそれほど重き
を置けないようになってきていることもあります。 
また、何気なく使っている「介助」と「介護」という言葉は、それぞれの

個人で持つイメージに違いがあり、そのイメージのズレが、介助の現場にお
いて「混乱」へと繋がっていることがあるようにも思いました。 
 
そこで、改めてそれらの言葉の持つイメージや意味合いを考えながら、自

分たちの現場に合う形を考えていきたらと思います。（担当：小泉） 

日時 2020 年 9 月 11 日(金) 
   14:00-16:00  
場所 JCIL 本体事務所 ・ 相談室 



 

① 佐々木 真紀（ささき まき） 

② 2017年の秋頃から 

③ 2016年の相模原障害者施設での 
事件の後、日比谷野外大音楽堂で 
開催されている障害者権利条約の「骨格提言」の完全実現を求
める大フォーラムに参加し、地域社会のかかわりの中で暮らし
たいという当事者の思いに触れたことがきっかけです。各地に
自立生活センターがあることを知り、問い合わせました。 

④ 地域で暮らす障害者の生活の一部に携わっています。(移動、
入浴、家事など) 

⑤ A：医療や福祉に関わりながらも気づかず見てこなかった視点 
など、これまで JCILでみなさんに教えていただいたこと。 

 職員自己紹介 
① なまえ  ② JCIL との関わりはいつから？ 
③ きっかけは？ ④ どんな仕事をしていますか？ 

⑤ A：大切にしていること B：これからしたいこと 

 

B：働くこと、効率よく稼ぐことに重点を置く社会から、生きること、

分かち合いに重点を置く社会に転換していきたいです。 

 

記者会見全文と動画はこちら↓ 

https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/341742 

 筋萎縮性側索硬化症（ALS）の女性

に対する嘱託殺人容疑で医師２人が逮

捕された事件を受け、京都の難病当事

者らが５日、京都市上京区の府庁で記

者会見を開いた。障害や難病のある人

たちの安楽死を容認するような意見が

インターネット上などで散見されるこ

とに懸念を示し、「死にたいではな

く、支え合って生きたいと思える環境

をつくる必要がある」と訴えた。 

（森大樹） 

～略～脊髄性筋萎縮症を生まれつき抱える大藪光俊さんは「（難病が）苦しいなら安

楽死しても仕方がない、という風潮になることを危惧している」と打ち明けた。自

身は 24 時間の在宅ケアを受けて暮らしており、「病が進んで体が動かなくなり、怖

い時期もあった。でも障害のある仲間から『大丈夫だよ』と教えられ、生きたいと

思い続けられた」と語った。ALS 患者の増田英明さんは文字盤を使い、「私たちは

生きることに一生懸命です。安楽死や尊厳死の前に、生きることを議論してくださ

い」と言葉をつないだ。神経筋疾患の難病、遠位型ミオパチー患者の岡山祐美さん

はオンラインで報道機関に意見を寄せ、「生と死の間で揺れる当事者がいる。死にた

い思いを高める報道ではなく、生きることを支えるメッセージを発信してほしい」

と求めた。～略～ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それもあるかもしれないけど、大きな制度の動き

があまりなかった、ということもあるね。 

たしかに、社会全体の動きがとまっていたもんね。 

で、今日のお話のテーマはなんだろう？ 

こんにちはー。ほんと、ひさしぶりだ。 
こんにちはー。久しぶりだね！ 

あぁ。京都市の女性の方のことだね。なんかとて

も複雑な気分。でも、あのお金もらってやった医

師はひどいなぁ。 

コロナで自粛していたからかな？ 

今日はね、一か月ほど前に明らかになった、「ＡＬＳ患

者嘱託殺人事件」に関して、ちょっとお話しようかな。 

自立生活満喫中のリツコさん 

でもあんまり難しい話は苦手･･･ 

 

そうそう。扱いに困った人を死なせたいと日頃思っていた

ので、今回の事件に至ったということだと思う。共生では

なく、排除の思想のきわみ。ほんとに怖いよ。そして今回

の報道に対する世間のコメントを見ていると、かなりの程

度、「死なせたい」という人が多いんだな、という気がする。 

障害者制度改革について 

勉強中のタクオさん 

小難しいこともやさしく（？）解説 

うん。わたしも、なんか世間の反応が怖い。 

「安●死」（以下、「アン」と省略）を認めろ！な

んていう声も聞こえてくるし。 

うん。あの医師たち、『扱いに困った高齢者を「枯ら

す」技術』なんていうひどい冊子も書いている人た

ちなんだ。 
うぁ、ひどい。「枯らす」って「死なせ

る」ってことだよね。確信犯なのね。 

安易に、「アン」の制度化を求める声が多すぎるよね。 

なんか、多くの人が、「アン」を美しいものであるかのよう

にイメージしているみたい。でも、刑法的には「アン」はま

ず「嘱託殺人」か「自殺ほう助」なの。 

ん？嘱託殺人？自殺ほう助？ 

そうか。「アン」と言っても、殺人か自殺なのね。 

そう。殺してほしいと要請を受けて殺すのが「嘱託殺人」。

自殺に手を貸してほしいと言われて、手を貸すのが「自殺ほ

う助」。両方とも罪になる。「アン」は基本的にこのどちらか。 

たとえばオランダでも、「アン」が合法化されているわけではない。

医師による患者に対する「嘱託殺人」か「自殺ほう助」なのだけど、

厳密な要件を満たしていたら処罰しませんよ、という免除規定が設

けられているだけ。医師がそんなことには手を貸したくないと言っ

たら行われないので、患者の自己決定権で行えるものではないの。 

そうなんだ。「ラクに死にたい」みたいな言葉

のイメージにごまかされてはいけないのね。 
うん。そしてもちろん、この「アン」によって、かつて多く

の障害のある人たちも殺害された。ほんと、要注意だよ。 



 

 

 

 

コロナ禍で起こった生きづらさ…。皆が自由の制限や息詰まりを経験しています。さらに、障
害者や介助職の感染リスク、その中で自由や人権のバランスでモヤモヤ感…。コロナ禍の暮ら
しを考えていくには「人権意識」が欠かせないのではないでしょうか。皆で「権利・人権」に
ついてアップデートしませんか。 

☆ 日時：9 月 6 日（日）13:00～16:00 

☆ 場所：オンライン Zoom 開催 UDトーク（情報保障）有り 

☆ 定員：50名 

☆ 参加費：500 円／学生無料 

☆ 申込方法：Peatixサイト http://ptix.at/iBMDiV 

☆ 申込締切：9 月 5日(土) 12:59 (コンビニ／ATM 払いの場合は申込締切 9/4(金) 23:59) 

☆ 講演： 「人権の視点から障害を考える ～さよなら！個人モデル～」…松波めぐみ 

「あなたが“私”だったら ～健常者と障害者の生～」…岡山祐美 

☆ 主催：オールフリーの会（任意団体） 

☆ 後援：小野市／加西市／加東市／多可町／西脇市／三木市／小野市社会福祉協議会 

☆ 問合先： kitaharima.kazeiki@gmail.com 

 

https://www.facebook.com/events/609243733030410 
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主催 生存権を求める京都デモ 2020 実行委員会 

tel:075-671-8484 fax:075-671-8418(JCIL 気付・担当小松) 

集合 円山公園 
 ラジオ塔前 

河原町御池（市役所前）まで 

http://ptix.at/iBMDiV?fbclid=IwAR33_bboLqLl7p8LsCRRRLJzmGYfmzd4cry6nMAsK5m3IGgl15xeFVi7_lg

